
便利な使い⽅
 本アプリを利⽤するにあたって、効率的な作業を⾏うための便利な機能について、5 つ紹介する。

• 簡易モードの画⾯による編集

• 簡易モード編集の Undo 機能

• 数値データのインクリメント機能

• スコアブック・データの複製処理機能

• 編集項目以外への網掛け処理機能

簡易モードの画⾯による編集
 【記録表】に⼊⼒できる編集項目はすべて、ダブルクリックによる画⾯表⽰により、データを編集
することができる。ただし、本機能は、編集モードが「簡易モード」の場合に限る。編集モードが
「通常モード」の場合は、通常のエクセルのセル編集のみによる、データ⼊⼒となる。

• 通常モード … 通常のエクセルのセル編集の操作により、データ⼊⼒を⾏うモード。

• 簡易モード … 通常のセル編集と、編集画⾯により、データ⼊⼒を⾏うモード。

※編集画⾯に表⽰されているデータの⼤部分は、  FootcelMst      モジュールを編集することで、ユーザ  

により、変更（更新、追加、削除  )  することが可能である。詳しくは、使い⽅の『マスタデータ』を参  
照のこと。



簡易モード編集の Undo 機能

Undo機能の必要性

 VBA によるマクロ実⾏を⾏うと、エクセルの仕様では、アンドゥ・バッファがクリアされるようで
ある。そのため、『Footcel』で採⽤されている簡易モードを使⽤すると、本来のエクセルが持って
いる Undo 機能が使⽤できません。この問題を改善するため『Footcel』では、独⾃のアンドゥ及び、
リドゥ機能を実装している。

FootcelのUndo機能仕様

• 最⼤ 5 回分まで、Undo 機能が使⽤できる。
• アンドゥ、リドゥは、画⾯右上のボタンもしくは、以下のショートカットキー⼊⼒で、実⾏さ

れる。
アンドゥ… CTRL】+【SHIFT】+【z】
リドゥ …【CTRL】+【SHIFT】+【y】



数値データのインクリメント機能

 エクセルのセルに含まれる数値データを、【SHIFT】キーと上(下)キーにより、インクリメント
(デクリメント)することができる。複数の数値データが同⼀セル内に含まれるとき(例えば、"2020
年プレミアリーグ  第 5  節”)は、【SHIFT】キーと左右キーにより、編集する数値データを切り替え
ることが、可能である。

スコアブック・データの複製処理機能
 スコアブック・データの複製処理機能は、スコアブック･データを選択し開く際の、オープンモード
の⼀部の機能のことである。具体的には、過去に編集・登録したスコアブック・データの⼀部の情報



(ヘッダ、選⼿、チーム名)ををコピーする機能のことである。例えば、シーズン中、あまり変わるこ
とのない選⼿情報などは、過去のデータを流⽤し、コピーする⽅が編集が効率的に⾏える。

編集項目以外への網掛け処理機能

 網掛け処理機能は、編集対象の項目(セル)以外へ、網掛け処理を施し、編集対象のセルと視覚的に
区別化することで、作業の操作性を向上させるための機能である。


